
道内の飲食店を対象に、感染防止対策に必要な事項の取組状況を確認し、

対策実施されている場合に認証する制度を実施しています。

飲食店の皆さまには、是非、認証の取得をお願いいたします :
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※認証書のイメージ

道内で飲食業の営業許可を受けている事業者 ※店舗立に申請

※「飲食店における感染防止対策の認証 (試行)」に申請いただいた事業者の皆様は、

改めて申請していただく必要はございません。
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認証基準

道では国が示す基準を整理・統合し、座席の間隔や換気回数などの認証基準を定めました。
裏面に認証基準の―夕」を掲載しておりますので、鯵 照ください。

○申請方法 ○お問い合わせ(制度概要・認証基準の内容)

下記 URLより『電子申請』で受付   コールセンター
※箸郵躊纂ご利婚しヽただけなもヽ場合鍾は     電言舌 05
熙菫藍塑握童豊:彊整す         受付時間

○ホームページ (制度の詳細や、電子申請の受付)
URL :霊菫⊇重i/1dヶ浸豊糧Lyl機ュ∠

70-78
平日9100
～ 18:
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ユ 来店者の1感染症予防 (8項目〕

○店内入国に消毒設備を設置し、手指消毒を実施。

○同一テーブルでの配置については、座席の間隔を最低 lm以上確保するまたは、
テーフリレ上にパーティション等を設置。

1211従業員の感染症予防 (5項目〕

○濃厚接触者として判断された従業員等は就業を禁止。

○休憩スペースでは、マスクを着用し、文寸面での食事や会言舌を避けること。

○換気設備により必要換気量を確保。換気設備の清掃、整備等の維持管理を適
切にイテう。

○他人と共用する物品や複数の人の手力判虫れる場所を、利用者の入替時など定
期的に清拭消毒する。

感染者発生に備え―た対処方針 (2項目)

○感染者が施設をVIJ用していた場合や施設の従業員の感染が半」明した場合、保
健所の指示・調査等に誠実かつ積極的に対応・協力して、当該施設からの感染
拡大防止策を講じる。

ITT轟嚢頂ぎ(1嚢百,
○施設は、具体的な方法や手順、清掃・消毒の頻度などを定めたチェックリストを作
成。

施設1設備の衛生1管理の徹底 (‐4項目)

(2021/11/09更 新版)


